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テキスト ２章 （ P ８～２５）

省エネルギー基準について

新たに施行される建築物省エネ法については、「非住宅」の基準を
含みますが、本講習では「戸建住宅」に絞った内容で示しておりま
す。 詳しくは、国土交通省ホームページ等をご参照ください。
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省エネ関連法令（全体）



住宅の省エネに関する法体系の変遷

1980年（S55）制定

Ｓ５５省エネ基準 断熱性

1992年（H4）制定

Ｈ４省エネ基準 断熱性

基準強化

1998年（H11）制定

Ｈ１１省エネ基準 断熱性

基準強化

日射遮蔽性

基準新設

2013年（H25）制定

Ｈ２５省エネ基準 断熱性

日射遮蔽性

一次エネルギー消費量

基準新設

Ｈ２８省エネ基準

2016年（H28）制定

＜建築物省エネ法＞

〈省
エ
ネ
法
〉

断熱性

日射遮蔽性

一次エネルギー消費量

〈参考〉 窓仕様イメージ

２（Ⅰ）地域
［札幌］

６（Ⅳ）地域
［東京］

Ｈ４基準 樹脂サッシ
+

Ｌｏｗ－Ｅ複層

アルミサッシ
+

単板ガラス

Ｈ２８基準 樹脂サッシ
+

Ｌｏｗ－Ｅ複層

アルミサッシ
+

複層ガラス

（新省エネ基準）

（次世代省エネ基準）

内容については、Ｈ２５省エネ基準に準
じています。
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建物の省エネに関する法体系（抜粋）

2,000㎡以上の非住宅は義務化（H29.4～）
300㎡未満の住宅については努力義務
上記以外は届出制対象

建築物省エネ法
（H28省エネ基準）

国交省

ZEH ・ ZEB

国交省

低炭素認定基準

国交省
建材トップランナー

経産省

住宅事業建築主基準
（トップランナー制度）

国交省

品確法
（性能表示制度）

国交省

規制

促進

経産省

優遇制度あり

補助制度あり

罰則規定あり
窓性能に対する規制

罰則規定あり
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省エネ法等の基準の施行・廃止等のスケジュール（予定）

4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

エネルギー消費性能基準 （Ｈ28省エネ基準） 表示 適合義務、届出・指示

誘導基準 容積率特例

住宅事業建築主基準 報告徴収・勧告

 ※ 新目標値はＨ32年度～

Ｈ２５省エネ基準 届出・指示等 改正 廃止

住宅事業建築主基準 報告・徴収・勧告 廃止

低炭素認定基準 容積率特例 改正

評価方法基準（新築） 表示 改正

評価方法基準（既存） 表示、改正

平成27年度 平成28年度 平成29年度

省エネ法に基づく修繕・模様替え、設備の設置・改修の届出、定期報告制度については、平成29年3月末をもって廃止予定。

省エネ法

低炭素法

（参考）
品確法

建築物
省エネ法
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建築物省エネ法
（H28省エネ基準）

本講習では、住宅を中心に説明します



省エネ法（基準）⇒建築物省エネ法へ

従来の「省エネ法（所管:資源エネルギー庁）」から、建築物・住宅に関する省エネ基準を
「建築物省エネ法（所管:国土交通省）」へ移管されました。
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建築物省エネ法の概要 ［省エネ法からの変更点］

※省エネ法に基づく修繕・模様替え、設備の設置・改修の届出、定期報告制度については、平成29年3月末をもって廃止予定。

出典：国土交通省ＨＰ
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（参考） 住宅事業主基準（住宅トップランナー制度）の概要

出典：国土交通省ＨＰ



建築物省エネ法／基準内容と要求レベル
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出典：国土交通省ＨＰ



建築物省エネ法／エネルギー消費性能基準 （Ｈ28省エネ基準）
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住
宅
一
棟
で
の
評
価

部
位
ご
と
で
の
評
価

基準では、「住宅一棟で評価する方法」と「各部位ごとに基準値を満たすこ
とを評価する方法」があります。

外皮平均熱貫流率（ＵＡ ）

冷房期の平均日射熱取得率基準（ηＡ ）

躯体各部位の熱貫流率基準

開口部の熱貫流率基準
開口部の夏期日射熱取得率基準
【開口率により基準値が異なる】

設備の仕様基準仕様
【外皮面積比により異なる】

一次エネルギー消費量基準

暖冷房負荷のみでなく給湯・照明等も含めた
エネルギー消費量。太陽光発電量も加味。

ａｎｄ

ａｎｄ

ａｎｄ

ｏｒ

＜参考＞ Ｈ１１省エネ基準

年間暖冷房負荷の基準

熱損失係数・夏期日射取得係数
の基準

各部位（断熱材・開口部）の断熱
性能の基準

開口部の日射遮蔽性能の基準

ｏｒ

ａｎｄ



建築物省エネ法／エネルギー消費性能基準 （Ｈ28省エネ基準）
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住
宅
一
棟
で
の
評
価

部
位
ご
と
で
の
評
価

基準では、「住宅一棟で評価する方法」と「各部位ごとに基準値を満たすこ
とを評価する方法」があります。

外皮平均熱貫流率（ＵＡ ）

冷房期の平均日射熱取得率基準（ηＡ ）

躯体各部位の熱貫流率基準

開口部の熱貫流率基準
開口部の夏期日射熱取得率基準
【開口率により基準値が異なる】

設備の仕様基準仕様
【外皮面積比により異なる】

一次エネルギー消費量基準

暖冷房負荷のみでなく給湯・照明等も含めた
エネルギー消費量。太陽光発電量も加味。

ａｎｄ

ａｎｄ

ａｎｄ

ｏｒ

＜参考＞ Ｈ１１省エネ基準

年間暖冷房負荷の基準

熱損失係数・夏期日射取得係数
の基準

各部位（断熱材・開口部）の断熱
性能の基準

開口部の日射遮蔽性能の基準

ｏｒ

ａｎｄ
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外皮平均熱貫流率ＵＡ値・平均夏期日射侵入率ηＡ値

平均熱貫流率＝
建物から逃げる熱量

建物外皮面積

建物から逃げる熱量＝

（１）＋（３）＋（４）＋（５）

開口部から逃げる熱量＝

∑（開口部熱貫流率Ｕ値×面積）

ＵＡ値 ηＡ値

日射熱取得係数＝
建物に侵入する日射量

建物外皮面積

開口部からから侵入する日射量＝

∑（夏期日射侵入率η値×面積×方位係数）

※方位係数 ：方位別で異なる日射量の補正係数

建物に侵入する日射量＝

屋根

外壁

開口部

から侵入する
日射量の
合計
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建物から逃げる熱量

屋根（天井）から逃げる熱量：Ｑｔ

壁から逃げる熱量：Ｑｋ

床から逃げる熱量：Ｑｙ

Ｑｔ＝屋根面積×屋根の熱貫流率×温度差係数

Ｑｋ＝ 壁 面積× 壁 の熱貫流率×温度差係数

Ｑｙ＝ 床 面積× 床 の熱貫流率×温度差係数

窓（ドア）から逃げる熱量：Ｑｗ

① 個別に評価（測定・計算）
② 仕様表より引用（告示）

Ｑｗ＝∑（各窓・ドア面積×各窓・ドア熱貫流率）×温度差係数

温度差係数：外気に面する部位は「１」

① 個別に評価（測定・計算）
② 仕様表より引用（建築研究所ＨＰ掲載）
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窓・ドアの仕様表（熱貫流率）

http://www.kenken.go.jp/
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窓・ドアの仕様表（熱貫流率）
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窓・ドアの仕様表（熱貫流率）
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窓・ドアの仕様表（熱貫流率）
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窓・ドアの仕様表（熱貫流率：抜粋）

ページ：3-2-20～
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＜補足＞ 二重窓（内窓）の仕様表

Ｈ２５省エネ基準／別表第７に記載があった二重窓の熱貫流率・日射熱取得
率について、Ｈ２８基準からは削除されています。
その代わり、国立研究開発法人 建築研究所のＨＰに簡易計算方法が掲載さ
れています。

※ 窓𝑖における外気側と室内側の表面熱伝達抵抗の和𝑅𝑠は0.17とし、
窓𝑖における二重窓中空層の熱抵抗Δ𝑅𝑎は0.173とする。

二重窓熱貫流率 簡易計算式計算結果事例 [W/(㎡・K)]

外窓仕様 内窓仕様
外窓熱貫流率

Ud,ex,i

内窓熱貫流率

Ud,in,i

計算結果

Ud,i

アルミサッシ
（単板ガラス）

樹脂サッシ
（複層ガラス：A10）

6.51 2.91 2.00

アルミサッシ
（単板ガラス）

樹脂サッシ
（複層ガラス：A6）

6.51 3.49 2.26

アルミサッシ
（単板ガラス）

樹脂サッシ
（単板ガラス）

6.51 6.51 3.22

※ 外窓の伝熱開口面積（A,ex,i）と内窓の伝熱開口面積（A,in,i）は同じと想定
※ Ud,ex,I  、  Ud,in,I 値については、前頁の仕様表による
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建物に侵入する日射量 ［夏期］

屋根（天井）から侵入する日射量：ηｔ

壁から侵入する日射量：ηｋ

ηｔ＝屋根面積×屋根の熱貫流率×０．０３４×方位係数

窓（ドア）から侵入する日射量：ηｗ

ηｗ＝∑（各窓・ドア面積×各窓・日射熱取得率）×方位係数＊

方位係数：東西南北にわけて設定されている

① 窓としての日射熱取得率計算（付属物含む）
② ガラスの日射熱取得率に係数を乗じた値

［係数］ アルミ・アルミ樹脂複合 ０．８０
樹脂 ０．７２

③ 仕様表より引用（付属物含む／建築研究所ＨＰ掲載）

ηｔ＝壁面積×壁の熱貫流率×０．０３４×方位係数

※大部分がパネルで構成されたドア（引戸）については、壁の評価方法に準じること
ができる。

＊ 庇・軒がない場合

※庇・軒により補正計算有



22

窓・ドアの仕様表（日射熱取得率）
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窓・ドアの仕様表（日射熱取得率）

ページ：3-3-9

樹脂サッシ
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窓・ドアの仕様表（日射熱取得率）

ページ：3-3-10 

アルミ樹脂複合サッシ

アルミサッシ
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建物外皮面積

 屋根、床、壁、開口部（窓・ドア）の展開面積の累計を計算
する必要があります。

 屋根、床、壁、開口部（窓・ドア）からそれぞれ逃げる熱量
の計算のため、それぞれの展開面積も求める必要があり
ます。

 天井断熱の場合は、天井面積の累計となります。
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外皮性能基準・地域区分

《Ｈ１１省エネ基準》 《建築物省エネ法》
《Ｈ２５省エネ基準》

省エネ基準 Ｑ値 μ値

Ⅰ地域 １．６ ０．０８

Ⅱ地域 １．９ ０．０８

Ⅲ地域 ２．４ ０．０７

Ⅳ地域 ２．７ ０．０７

Ⅴ地域 ２．７ ０．０７

Ⅵ地域 ３．７ ０．０６

＜新＞ ＵＡ値 ηＡ値

１地域 ０．４６ －

２地域 ０．４６ －

３地域 ０．５６ －

４地域 ０．７５ －

５地域 ０．８７ ３．０

６地域 ０．８７ ２．８

７地域 ０．８７ ２．７

８地域 － ３．２

代表的な地域

北海道北部

北海道南部

北東北

南東北・北陸

北関東

南関東以南

九州南部

沖縄

《代表的な開口部製品》

樹脂サツシ

アルミ樹脂複合

アルミ
（複層ガラス）

アルミ
（単板ガラス）

■従来のＱ値、μ値から、外皮の断熱性能等を評価する平均ＵＡ値、平均ηＡ値に

変更となります。 （開口部単独の基準はなし）

■地域については、事業主基準の区分を数字に変えたものとなります。
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一次エネルギー消費量
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《参考》 一次エネルギー消費量/冷暖房負荷 イメージ

建物から逃げる熱量－日射熱取得

暖房効率

暖房期 冷房期

建物から逃げる熱量

日射熱取得

暖房期ηH値

Ｕ値

日射熱取得

冷房効率

日射による熱入射

夏期ηC値

［ポイント］

• 日射熱取得については、日射遮蔽性を高めると、

夏期はエネルギー量が削減されるが、冬期は日射
熱取得が少なくなるためエネルギー消費量が増える。

• 建物性能を達成させるため、窓性能を変えることと
共に、窓サイズで調整するケースも考えられる。

暖房負荷は、暖房機器のほか、調理
発熱、人からの発熱等も考慮



建築物省エネ法／エネルギー消費性能基準 （Ｈ28省エネ基準）
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住
宅
一
棟
で
の
評
価

部
位
ご
と
で
の
評
価

基準では、「住宅一棟で評価する方法」と「各部位ごとに基準値を満たすこ
とを評価する方法」があります。

外皮平均熱貫流率（ＵＡ ）

冷房期の平均日射熱取得率基準（ηＡ ）

躯体各部位の熱貫流率基準

開口部の熱貫流率基準
開口部の夏期日射熱取得率基準
【開口率により基準値が異なる】

設備の仕様基準仕様
【外皮面積比により異なる】

一次エネルギー消費量基準

暖冷房負荷のみでなく給湯・照明等も含めた
エネルギー消費量。太陽光発電量も加味。

ａｎｄ

ａｎｄ

ａｎｄ

ｏｒ

＜参考＞ Ｈ１１省エネ基準

年間暖冷房負荷の基準

熱損失係数・夏期日射取得係数
の基準

各部位（断熱材・開口部）の断熱
性能の基準

開口部の日射遮蔽性能の基準

ｏｒ

ａｎｄ



部位ごと評価の考え方
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外皮性能基準＝ 開口部比率により「躯体」「開口部」の性能基準を設定 《部位ごと基準》

開口部比率 開口部面積と外皮面積の比率

躯体

開口部

躯体の熱貫流率（Ｕ）又は断熱材の熱抵抗値（Ｒ）

開口部の熱貫流率（Ｕ）

窓の日射遮蔽の仕様（建具、付属部材、庇、軒等）

適合判定

開口部比率ごとの
基準

・・・共通

開口部比率＝
開口部面積の合計

屋根 天井 、外壁、開口部、床（基礎の水平投影）等の面積の合計



部位ごと評価 ： 開口部の熱貫流率基準／日射熱取得率基準
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●地域別開口部比率の区分

1 2 3 4 5 6 7 8
（い） ０．０８未満
（ろ） ０．０８以上０．１１未満
（は） ０．１１以上０．１３未満
（に） ０．１３以上
（い） ０．０５未満
（ろ） ０．０５以上０．０７未満
（は） ０．０７以上０．０８未満
（に） ０．０８以上

共同住宅等

０．１１以上 ０．１３以上

一戸建ての
住宅

０．０９以上 ０．０８以上

０．０５未満 ０．０５未満
０．０５以上０．０７未満 ０．０５以上０．０７未満
０．０７以上０．０９未満 ０．０７以上０．０８未満

０．０７以上０．０９未満 ０．０８以上０．１１未満
０．０９以上０．１１未満 ０．１１以上０．１３未満

地域区分

０．０７未満 ０．０８未満

住宅の種類 開口部比率の
区分

●開口部の熱貫流率（Ｕ）の基準値 ［Ｗ／（㎡・Ｋ）］

1 2 3 4 5 6 7
4.07
3.49
2.91
2.33

（は） 1.9 4.07
（に） 1.6 3.49

部位
地域区分

（い） 2.91 6.51
（ろ） 2.33 4.65

●開口部の日射熱取得率（η ）の基準値

1 2 3 4 5 6 7 8
・付属部材、庇、軒等を設けるもの

（は）
及び
（に）

・ガラスの日射熱取得率が０．４９以下であるもの
・ガラスの日射熱取得率が０．７４以下のものに、庇、
軒等を設けるもの
・付属部材（南±２２．５度に設置するものについて
は外付けブラインドに限る）を設けるもの

・ガラスの日射熱取得率が０．４９以下の
ものに、付属部材（南±２２．５度に設置
するものについては外付けブラインドに
限る）、庇、軒等を設けるもの

（ろ）
・ガラスの日射熱取得率が０．７４以下であるもの
・付属部材、庇、軒等を設けるもの

・ガラスの日射熱取得率が０．６８以下の
ものに、庇、軒等を設けるもの
・付属部材、庇、軒等を設けるもの

（い） －

部位
地域区分


